
南海トラフ備えＡＭＤＡ調整会議

医療支援の計画を示す

総社輸送･通信訓練内容も
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亀
市
な
ど
に
災
害
対
策
本

南海トラフ巨大地震を想定した医療支援計画など
が示された調整会議
　　　　　　一総社市秦のサントピア岡山総社で

Ａ
Ｍ
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グ
ル
ー
プ
の

部
を
設
置
。
各
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防
本
部
一
昔
波
茂
代
表
は
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災
害
時

さ
れ
る
四
国
沿
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へ
の
一
と
の
通
信
手
順
を
確
認
し

支
援
体
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築
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整
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島
、
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知
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沿
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で
想
定
す
る
医
療
支
援
計

画
や
、
Ｈ
月
上
旬
に
実
施

す
る
輸
送
・
通
信
訓
練
の

内
容
が
示
さ
れ
た
。
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市
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設
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備
、
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療
す
る
避
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交
通
手
段
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に
つ
い

て
説
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が
あ
っ
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り
、
支
援
拠
点
に
す
る

予
定
の
徳
島
、
高
知
両
県

の
診
療
所
ま
で
実
際
に
移

動
す
る
な
ど
し
て
課
題
を

探
る
と
い
う
。

総
社
市
と
合
同
で

日
光
に
職
員
派
遣

大
雨
被
害
で
支
援

の
混
乱
の
中
で
も
十
分
な

医
療
支
援
が
で
き
る
よ

う
、
関
係
機
関
が
連
携
を

強
め
て
お
く
こ
と
が
必
要

だ
」
と
述
べ
た
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社
市
職
員
ら
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の
計
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な
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豪
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で
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を
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た
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を
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発
。
途
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日
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ご
中
さ
ら
に
看
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め
、
国
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療
Ｎ
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「
Ａ
Ｍ
Ｄ
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」
は
１
９
一
日
、

と
合
同
で
職
員
ら
４
人
を

現
地
に
派
遣
し
た
。

日
光
市
で
は
土
砂
災
害
一

が
相
次
ぎ
、
男
性
１
人
が

死
亡
す
る
な
ど
の
被
害
が

出
て
い
る
。
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合
流
し
て
日
光
市
に
入

り
、
同
市
の
要
望
に
応
じ

あ
た
る
。
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